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テーマ1: 「注入による乳房増大術の合併症とその対策」では、特に注入法におけるリス
クとその対策について焦点を当てます。注入による乳房増大術は一見低侵襲で手軽に行
える方法ですが、さまざまな合併症が報告されており、その対策が不可欠です。この
セッションでは、よく見られる合併症の実例紹介から具体的な対策まで、臨床に直結す
る実践的な情報を提供します。
テーマ2: 「ブレスト・インプラントを用いた乳房増大術」では、実践的な手技について
詳しく解説します。ブレスト・インプラントは、その整容性の高さが多くの患者に支持
されていますが、同時に長期的な安全性も重要です。本テーマでは、手術手技や術後の
管理法、患者の満足度向上に寄与する実践的なアプローチについて議論します。

明日からのご診療の一助となれば幸いです。皆様のご参加を心よりお待ちしております。


